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1.結合カオス系の相転移

京大理 坂 口 英 継

カオスとしての性質がわかっているベルヌイマップを多数結合 させた系を考え,決定論に従

う無限自由度系に生 じる相転移現象を調べた｡ 1次元ベルヌイマップは

21十｣2
1-｣

(Xn 十 1)-1 -1<Xn<A

(Xn-1)+1 A<Xn< 1

で表わされる (図 1)｡結合ベルヌイマップ系として次の

モデルをっ くった｡
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SJnは時刻 nのj番 目のスピン変数で SJn-sgn(XJn.1-X)n)で定義するOオーダーパラメー

タとして On詩 ,f=lS,ak導入するOパラメ- 射 ミ1-前のステップのスピン変数のあ

る関数としてあらわされる｡例 として平均場結合 ･同時マップモデルと正方格子 ･交互マップ

モデルを調べる｡
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｢カオスとその周辺｣

平均場結合モデルでは A£-i(on-1)-kOn-1(1- on211) とする｡つまりA左がオーダー

パラメーターの関数 となっている｡N--では onはA左に等しくなるので,オーダーパラメー

ターがみたす式 o n -I(on_1)-KOn_1(1-03_1)が

得られる.従って, k- 1で対称性の破れる相転移が生 じ,

応を大きくすると perioddoublingを-て,カオスにな

ることがわかる｡〟-100000のシミュレーションの結果

を図 2に示す｡マクロな変数 Oが2周期運動やカオティツ

クな運動をしていることがわかる｡

正方格子交互マップモデルではA三としてtanh(ijZeNiS'n-1)
を用いる｡Niは iの最近按格子点を表わしてお り, 船 ま

iのまわりの4つの格子点のスピンの平均値の関数になっ

ているOある点 iのマップを実行する時はまわ りの4格子

点の値をとめておき,次のステップで i点をとめておき,

まわ りの4格子点でマップを実行する｡ こうすると定常状

態でのスピンの確率分布は, 2次元イジングモデルの熱平

衡分布 expf一号,%iSとS月 となることがわかるo 図 3

は〃-99×99のシミュレーションの結果を2次元イジン

グモデルの厳密解 と比較 したもので,結合マップ系で2次

元イジングモデルの相転移が生 じていることがわかる｡
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3. べナ-ル対流におけるロール波数の競合

広島大 ･理 八 幡 英 雄

べナ-ル対流は, レイ リー数 R,容器のアスペクト比,流体のプラントル数 Oなどに応 じて,

種々の空間的パ ターンと時間発展挙動を示す｡最近水を用いて,アスペクト比が中程度 (直方

体容器でG =4,11y=10,垂直方向をZ軸 とする )の体系の実験が,複数のグループによっ

て行われた1.),2)その結果のうちいくつかをのべると,(1)対流の空間パターンははじめ短軸に平

行な軸をもつ10個のロールであるが,Rを上げていくと,6個のロール構造に遷移する｡(2)6
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